
参加申し込み数 ７５８名 

全体会 Youtube 閲覧回数 １００３回 

分科会参加者数 ６１校３４４名 

ご協力いただいた現役保護者の方々４１校１０１名 

 

★参加者アンケートの結果より 

 

 

 

 

 

 

 

若林、三宿、多聞、山崎、代田、代沢、池之上、中里、 

中丸、桜丘、世田谷、経堂、赤堤、松丘、笹原、城山、 

船橋、千歳台、松沢、上北沢、烏山北、八幡山、芦花、 

烏山、給田、武蔵丘、塚戸、砧、明正、砧南、千歳、 

玉川、京西、瀬田、用賀、二子玉川、奥沢、東深沢、 

東玉川、等々力、玉堤
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■1  年間、父母会活動、父母連へのご協力ありがとうございました！ 

以前、等々力小のパパと話した際に、父母会活動について、「無理せずゆるやかなつながりを作る活動だと思 

ってやればいいんですよ…」と言われ、共感しました。 

とかく父母会活動や PT♙ 活動は「大変」「面倒臭い」と敬遠されがちです。 

そして「こんな大変な活動、やめてしまおう！」という意見もよく耳にします。 

そしてコロナ禍で、それが現実になりつつあります。保護者が会う機会が制限され、父母会の活動が難し 

く、存在意義が見いだせず、休止とならざるを得ない父母会が増えています。 

現在、世田谷区の学童クラブは過渡期に入っています。2019 年からは時間延長のモデル校実施（現在休止 

中）、2022 年 5 月から開始予定のメールシステム（2021 年 7 月から 15 校で先行実施中）、長期休暇中の宅配 

弁当の試行（2021 年冬休みよりモデル 1 校試行）と少しずつですが保護者の要望が区に届き形になっていま 

す。そして２００名超登録の大規模校が毎年増え続けている過密化の問題は、学童クラブが子どもの居場所 

として最適な場所になっているかを問う大切な問題です。この問題に対して区は、現在の新 BOP に加えて 

新たな学童クラブを学校外に設置する検討を始めました。 

父母連（ふぼれん）では、各父母会をつなぎ情報交換をする会「ブロック会」を 3～4 か月毎に開催してい 

ます。 

動きのある今こそ、つながりを大切に、つながりを活かして、一緒に活動していきましょう。 

(会長 伊藤雅代) 

ブロック会に参加したい！ 

   父母連の活動に興味がある  などなどは info@ml.fuboren.tokyo 

 

■「新入生保護者のための学童情報交換会」 大成功

mailto:info@ml.fuboren.tokyo


コロナ禍の為、会場開催から WEB 開催に変更してから２年目となる「新入生保護者のための学童情報交換会
」

でしたが、現役保護者のご協力のもと無事大成功で終える事ができました。今年度は保👉園（区立および私立

認 可）にプラスして区立幼稚園、認定こども園、預かり保👉をしている私立幼稚園４０園程にも案内チラシを

配布 しました。 

日頃よりブロック会を Zoom 開催しているからか、現役の方々や父母連役員も Zoom の扱いが慣れてきたよう 

に思います。ただ、初対面のオンラインの場で、分科会の進行をする事は大変緊張されたと思いますし、事前の 

準備では学童クラブに足を運びたくさんの写真をとって資料を作成したり、当日参加メンバーを集めていただい 

たり、現役の方々のご協力あっての会であるとしみじみ感じました。そしてこの様な会が開催できるのも、父母 

会があり、父母会と父母会をつなぐ父母連という組織があるからこそであり、コロナ禍であっても「つながって 

いる」事での可能性を感じる会となりました。ぜひ来年の新１年生保護者のためにも「父母会」を存続して「つ 

ながりのバトン」をつないでいっていただければと切に思います。 

 

★参加父母会の感想 

父母会アンケートでは「オンライン開催だと移動時間がなく気軽に参加できる、子どもがいても参加できる」と

、 オンライン開催の利便性を評価する👉を多くいただきました。一方で「対面で話した方が話しやすい、対面

での 一体感が欲しい」等、対面開催を望む👉もありました。 
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